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木々もすっかり紅葉が進み、気づくともう今年も終わろうとしています。気温も下がってきましたが夕方園

庭で遊ぶと「寒いから部屋に戻りたい」とは誰も言わず、保育者が「もう暗くなったから部屋に戻ろうよ」と

いうまではいつまでも遊んでいて毎日元気いっぱいです。最近は鉄棒やルールのある鬼ごっこを日々楽しんで

います。今月は発表会やクリスマス、年末年始と子どもたちにとってはイベント尽くし。今年 1 年を振り返

りながらこの時期ならではの行事を子どもたちと楽しんでいこうと思います。 

LaQ やレゴで日々活用している飾り

棚。棚に飾るルールはクラス全体で相談し

て作っていく事にしています。最近は「細

かい作品をしまうのにオモチャ用のカゴ

を使っていいの？」や「ブロックで大きい

カゴを作って、その中に作品沢山いれて飾

るのはいい？」とあの手この手で自分の作

品をストックしたい様子。その都度全員で

相談して「どう？」と聞くと「そしたら片

付けるときにカゴが無くなる！」「大きい

カゴ作ったらみんなの入らなくなるなー」

と意見も活発に出るようになりました。自

分たちで好きにやってみて、何かあれば

「じゃあどうする？」というやり取りのき

っかけになってくれれば、と思います。 

きょうは何の練習？ 
発表会に向けての練習が本格的になり、ど

の役も日々楽しんで参加しています。練習が

進み、全体練習から役ごとの個別練習になっ

てくると「じゃあ今日はお客さんして観てた

い」「お休みの子の代わりに僕がやってもい

い？」「先生が教えなくても私が教えるね」

と自分以外の時も参加する姿が多くなって

きました。「ここはこういう踊りにしたい」

というアイディアを出してくれる子もいて、

段々と台本ありきの劇から「子どもたちが作

り込んできた」劇になってきています。運動

会と違いって個々に役がある発表会。「ドキ

ドキなんかしないよー！」と頼もしく言って

います。子どもたちが楽しんで発表する姿を

是非ご覧になって頂けたらと思います。 

～やりたいことがいっぱい！～ 
子どもたちは日々やりたいことがたくさん。「先生とトランプしたい」「この前やった鬼ごっこしたい

から地面に線を描いてほしい」「自分で人形作りたいから紙コップとハサミが使いたい」「”だいす

き”って書きたいけど“す”だけ分からないから下の方に書いて。それを見て自分でやる」等々…。 

「〇〇だから△△で□□したい」と自分のやりたい事に必要なものを言葉で伝え合い、互いが楽しく

遊んでいる姿が多くなりました。「やりたい」の気持ちを止めないように、そこにほんの少しだけ保

育者が手伝いをしてあげる事で次々と遊びを広げていく姿はいつみても驚かされることばかり。 

子どもたちの遊び込む様子だけでも立派なお兄さんお姉さんになったと思います。私たちが一緒に遊

ぶ時間は少なくなり、一方で見守る時間が増えたことに一人一人の大きな成長を感じています。 

～お願い～ 

・病院受診や予防接種に行った際は受診カード、予防接種カードのご記入をお願いします。 

・来月より個人面談が始まります。日頃の園での様子やご家庭での様子などをお話しできればと思いま

す。詳細は別途手紙を配布しますのでご確認ください。 

じゃあ、どうしようか？ 


